
Section 8.4 : CN - aHas と 級関数 (続 )

(追加 Section)

- Mas を 固定する
。

この とき
"

関数 の パ 性
"

が
"

局所座標 の 選び方 に 依ら ない
"

という こと を まとめ て おく
、

設定
_

: M : 位相空間で
n E をこ。
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仮定 : Tau
, T.ua は ともに 級写像 とする

、

ft C (M ) について 以下 は 同値

d) f は ( O
.
U

、
a ) 上 P の まわり で 級

①
(II) f は ( O! V

,

V ) 上 P の まわり で 級

証明 は Thin 8.2.2 と ほぼ 同じ
、



以下 A。 を M 上 の - das と する
、

Def 8.4.3 「

.PE M を fix
.

f E CCM ) について
、

f は A。 上 p の まわり で 級

(一) も (0
,
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,
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def
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,
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,
a ) 上 p の まわり で 級

Remarks : f は A。
上 級

⑦ も p EM .
f は A。 上 P の まわり で 級



f
この 定理 が 成り立つ よう に ピ - des を 定義 し た 。

Thm 8.4.4 : PE M をfix.tt
C(M ) について 以下 は 同値 i

d) f は A。 上 P の まわり で 級
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✓

ただし A の 中での

)( 閃数 十 の 点 p における 性 は 局所座標 の とり 方 に ま う ない
.


